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（平成21年～25年：宮崎労働局）

最も多い転倒災害 

 STOP!!  

平成21年から平成25年までの間に発生した休業4日以上の
労働災害のうち、転倒災害は 21％を占め、事故の型として
最も多い災害です。 

重篤な災害が多い転倒災害 

転倒による重篤な災害は、意外と多く発生しています。 

平成21年から平成25年までの間に発生した休業4日以上の

労働災害のうち、休業見込み１か月以上の災害は 55％です

が、転倒災害の場合、62％を占めています。 
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62％ 

業種・職種 災害の発生状況 

食料品製造業 

ケガの程度 

休業10日間 

対策のポイント 

厨房で揚げ物をバックに詰めるため、容器を
取ろうと前方にかがんだところ、床に飛び散
った油で滑ってバランスを崩し転倒した。 

 

□ 作業の都度、床の油などは放置せず取り除く。 
□ 滑りにくい靴底の履き物を着用する。 

飲食店 

休業２か月 

□ 運ぶ容器を小分けにするなど足元が見えるようにする。 
□ 大きな荷物を運ぶときは台車を使用する。 
□ 危険箇所には表示をして注意を促す。 
□ 階段の昇降はゆっくりを心がける。 

業種・職種 災害の発生状況 

ケガの程度 

対策のポイント 

空の容器を抱えた上映で従業員通路の階段を
降りていたときに、足元が見えず階段を踏み
外してバランスを崩し転倒した。 

 

□ 通路に物を置かない、整理・整頓をする。 
□ 作業通路を定め、定期的に職場を巡視する。 
□ 危険箇所には表示をして注意を促す。 

～ 厚生労働省 宮崎労働局 ～ 

業種・職種 

業種・職種 

災害の発生状況 

災害の発生状況 

小売業 

ケガの程度 

ケガの程度 

休業１か月半 

対策のポイント 

自動車製造業 

休業１か月 

対策のポイント 
会社の事務所から駐車場へ帰宅途中に、凍結し
た路面に足を滑らせ転倒し、尻もちをついた。 

 
バックヤードで商品の検品中に、レジのヘル
プ連絡を受けて店内に向かう途中、台車に足
を引っかけてバランスを崩し捻挫した。 

□ 敷地内の通路を除雪する、融雪剤を散布する。 
□ 雪道や凍結路面に適した滑りにくい靴を履く。 
□ 足元が見えにくい箇所は照明を設置して注意を促す。 
□ 身体を強打しないよう、クッション性のある防止・衣類
を着用する。 



 

  転倒による災害を防ぐ効果のある保護具、設備対策 

転倒災害を防止するには、作業に適した耐滑性能を持つ安全靴などの保護具を使うことが重要です。また、出入

口周辺や屋外作業場の設備対策が必要です。 

（１）転倒防止に有効な安全靴の使用 

①足のサイズに合った靴を選びましょう。 

サイズが小さい靴 足指が自由に動かしにくく、バランスを崩したときに足の踏ん張りが効かなくなります。 

サイズが大きな靴 歩行のたびに足が前後斜めに動いて、靴のつま先やかかとが、足の動きに追随できなくなります。 

②転倒リスクを下げる靴を選びましょう。 

a 靴の屈曲性～靴の屈曲性が悪いと、足に負担がかかるだけでなく、擦り足になり
やすく、つまずきの原因となります。 

b 靴の重量～靴が重いと足が上がりにくくなるため、擦り足になりやすく、つまず
きの原因となります。靴が重く感じられる重量には個人差がありますが、短靴で
は900g/足以下のものをお勧めします。 

c 靴の重量バランス～靴の重量がつま先部に偏っていると、歩行時につま先部が上
がりにくく（トゥダウン）、無意識のうちに擦り足になりやすく、つまずきを生じ
やすくなります。 

d つま先部の高さ～つま先部の高さ（トゥスプリング）が低いと、ちょっとした段
差につまずきやすくなります。高年齢労働者ほど擦り足で歩行する傾向にあるた
め、よりつまずきやすくなります。 

e 靴底と床の耐滑性のバランス～滑りやすい床には滑りにくい靴底が有効ですが、
滑りにくい床に滑りにくい靴底では、摩擦が強くなりすぎて歩行時につまずく場
合があります。靴底の耐滑性は、職場の床の滑りやすさの程度に応じたものとす
る必要があるので、靴はできるだけ履いてみてから選定することをお勧めします。 

●耐滑性能に優れた靴底を持つJIS規格安全靴には「F」（friction＝摩擦）の記述
が入っており、JASS規格プロテクィブスニーカーには、ベロ裏に耐滑性を示すピ
クトが入っています。 

  
靴底の設置面積が大
きくなり安定する。 

靴底の設置面積が小さく

不安定。 

 
 

  

（２）転倒防止の設備対策 

①床や階段を見直しましょう。 

転倒は、床の状態が急に変化したような環境下で発生し易いので、出入口周辺に滑りにくいゴムマット
を敷くなど、職場の床の滑り易さをできるだけ一定にする対策が有効です。 
 

②危険箇所の「見える化」で情報を共有しましょう。 

職場の中 で転倒災害が多発 している箇 所は、危 険 マップやステッカーの貼 り付けなどにより作 業員全員 で情報 を共
有 し、安全意識 を高めましょう。 

 

トゥダウンが
発生する。 安定した歩行ができる。 

ある程度のトゥスプリングの高さは必要である。 

 

危険箇所の「見える化」の事例 

階段の下りはじめ3段と着地前3段に黄色のペンキを塗り転倒防止!! 

黄色のペンキを

塗り注意喚起す

る対策を取った  

自所属で階段での転倒災害が発生し、他所属でも下る最初
と最後での発生が多いとの事例から対策を考えました。
（副店長） 

（塗装後の職員の意見） 
・塗装してあるので無意識のうちに注意してします。 
・塗装箇所に近づくと急いでいても自然にスピードを緩める。 
・塗装箇所を見ると階段で転倒しそうになったことを思い出す。 

 

小売業における設備対策の事例 

 

 

転倒危険！ 

両手で荷物を 

持っての移動は 

転倒危険！ 
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